
掲載数 43

地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 川崎市 小６ 国語

災害から自分・
周りの人の命を
守るためにどん
なことができる
か。（提案文を
書く学習）

  理科で日本が災害の危険性、社会科で災害時に自分たちを守る国の仕組みについて
知った。その上で、自分や自分の家族、周りの人々の命を守るために、必要なことを調
べ、提案する文章を書いた。備蓄品や避難場所を確認するといった自分ができる備え
（自助）や、助けてくれる仕組みを上手く使う（公助）ことなど、様々な面から命を守
るために必要なことを考えた。

川崎市　防災啓発リー
フレット

2 川崎市 小２ 国語
動物園のじゅう
い

　国語「動物園のじゅうい」の学習では、獣医さんがどのような思いをもって、動物た
ちの命を守っているのか、また命を守るためにどのような工夫をしているのかを学ん
だ。
　学習の最中には夢見ケ崎動物公園の獣医さんに来てもらい、実際に使っている器具や
写真を見せてもらいながら話を聞いた。動物の命が生まれる瞬間の話や病気を治療する
ときの話などを聞いて、多くの人の思いや努力が積み重なっていることに気付くことが
できた。また、学習のまとめでは、実際に夢見ケ崎動物公園を訪ね、獣医さんや飼育員
さんが動物たちのために工夫している姿を見ることができた。子どもたちからは、「動
物の命を救う獣医さんはかっこいい」「動物たちも安心して過ごしていけるように、自
分にできることを探したい」などの感想が出てきた。

夢見ヶ崎動物公園の獣
医

3 川崎市 小３ 国語
ちいちゃんのか
けおくり

「ちいちゃんのかげおくり」を読んで、戦争の悲惨さや、命の大切さにふれることがで
きた。戦争が起こると、ちいちゃんほどの小さな子どもの命も奪われてしまうことがあ
るということや家族を失う悲しみなど様々なことを感じていた。

国語の教科書「ちい
ちゃんのかげおくり」

4 川崎市 小１ 国語

実際の動物とふれ
あい、紹介文に書
くことを通して、
生き物や命への関
心を高める。

　川崎市が委託している移動動物園を依頼した。様々な動物に実際に触れたり、えさや
りをすることを通して、生き物への興味関心が高まり、そこにある命を感じていた。実
感したことを絵をつけ、紹介文にして友達同士で読むことで、生き物への愛情を育んで
いた。

福田牧場

令和３年度　いのちの授業　事例集（小学校）【国語】



5 相模原市 小３ 国語
単元名「ちい
ちゃんのかげお
くり」

　材文を読み進めながら、戦争について担任の身内の実体験を交えながら話をした。
　戦争の悲惨さや理不尽さを通して、命が軽く扱われていたことを知ることにより、逆
に命の大切さを理解することができた。

6 相模原市 小３ 国語
ちいちゃんのか
げおくり

　「ちいちゃんのかげおくり」は３年生国語で扱われている戦争文学である。ちいちゃ
んを含め家族４人で行った「かげおくり」と、家族を待つちいちゃんが一人で行う「か
げおくり」が対照的に描かれ、児童はちいちゃんの心情を考えながら、ちいちゃんの家
族の命、そして、ちいちゃんの命を奪った戦争の恐ろしさや悲惨さについて学ぶことが
できた。その中で、戦争は二度と起こしてはいけないこと、また、自分や人々の命を大
切にしていくことの大切さを学ぶことができた。

光村図書「国語」下
あおぞら

7 相模原市 小４ 国語 詩を紹介しよう

  お気に入りの詩を紹介する単元の最後に担任のお気に入りの詩ということで｢命」に関
する詩を紹介した。詩を読んで感じたことを書かせ、書いたことを交流させた。最後に
これから自分の命とどう向き合っていくかを考えて書かせた。全員が考えを発言するこ
とは難しかったが、ワークシートの記述を見ると、命と真剣に向き合って書いた記述が
多かった。

提示した詩
「いのち」相田みつを
「命」　  宮越由貴奈

8 相模原市 小３ 国語
命の尊さ「ちい
ちゃんのかげお
くり」

  家族とちいちゃんをつなぐ「かげおくり」という遊びがちいちゃんにとってどのよう
なものであったかを考えた。「かぞくにとってかげおくりとは」「ちいちゃんにとって
かげおくりとは」という問いについて考えることで、家族との絆を見つめ直し家族がど
れほど大切であったかを感じ取り、命の尊さについて深く学ぶことができた。

「国語　三　下」　光
村図書

9 相模原市 小２ 国語
『いのちをつな
ぐ』物語

　この教材は、モンゴルを舞台に、少年と白馬が互いを思いやる行動に心をうたれる物
語である。ゲストティーチャーを招き、語りを聴いたり、物語の背景にあるモンゴルの
生活について写真や実物を見たりした。モンゴルでは育てている羊の糞を燃料にした
り、皮を洋服にしたり、骨や筋を使って馬頭琴をつくったり、最後までいのちを使い切
ることが、いのちをつなぐことだということを教えていただいた。その後の学習では、
子どもたちは、登場人物の行動や気持ちを具体的に想像しながら「いのち」に向き合っ
た。最後の場面では、『死んでしまった大好きな白馬で創った馬頭琴の音色が、どうし
て聴く人の心を揺り動かすのか』という問いを立て、想像を広げることができた。

講師は、『耳からの読
書（語り）』として、
他校でも読み聞かせを
している。

『スーホの白い馬』
大塚勇三　作

10 相模原市 小５ 国語 「たずねびと」

　主人公の「綾」は自分と同じ名前の女の子「アヤ」が広島の原爆で亡くなったことを
知る。その後「綾」は「アヤ」について知るために広島を訪れるというお話。叙述を元
に、登場人物の心情の変化を読み取る中で、戦争の恐ろしさや命の大切さについて考え
ることができた。

国語科では平和に関する物
語が必ず教科書に収録され
ており、５年生以外の学年
でも平和やいのちについて
考えることができている。



11 横須賀市 小３ 国語
ちいちゃんのか
げおくり

　「かげおくり」という遊びを題材に書かれた戦争作品であり、現代の子ども達には自
分事として考えるのが難しい。しかし、登場人物や当時の生活などについて、書籍やPC
を使用しながら、時間をかけて学習を進めた結果、戦争の悲惨さと失われた命の尊さな
どについて、一人ひとりが、文章で書くことができ、最後の発表会では命の大切さにつ
いて皆語ることができた。

クロムブック
「戦火の中の子どもた
ち」岩崎書店
「おはじきの木」
あかね書房
「ひろしまのピカ」
小峰書店

12 横須賀市 小５ 国語 いのちの尊さ

　戦争のことを漠然としか知らない子どもたちは、戦争で多くの人たちがなくなったの
は紛れもない事実であると、本を読むことで実感していた。また、「ずっとわすれない
でほしい」という被爆者の願いや、「ずっと忘れないでいたら、世界中のだれも、二度
と同じような目にあわないですむのかもしれない」という中心人物の思いなど、それぞ
れの視点に立って考えることで、命の重さを感じ、現在を生きるわたしたちがどう生き
ていけばよいかを考えるきっかけとなった。「命を大切にしてほしい」という登場人物
の願いを、物語を通して受け取った子どもも多くいた。また、戦争についての疑問を調
べている子もいた。戦争を自分事として考える姿があった。

国語　五年『銀河』
光村図書
「たずねびと」

13 湘南・三浦 小３ 国語 戦争と平和
　国語題材「ちいちゃんのかげおくり」を読み、物語の背景や主人公の気持ちを捉えな
がら、子どもたちが主人公の立場にたち、“戦争”をとおして命の大切さを学んだ。子
ども一人ひとりが作文としてまとめた。

教材「ちいちゃんのかげ
おくり」

14 湘南・三浦 小５ 国語 たずねびと
　主人公の気持ちを追う中で、原爆について理解し、平和で暮らせることや一人ひとり
の命の大切さを学んだ。

『銀河』（光村図書）

15 湘南・三浦 小３ 国語 戦争と平和
国語題材「ちいちゃんのかげおくり」を読み、物語の背景や主人公の気持ちを捉えな

がら、子どもたちが主人公の立場にたち、“戦争”をとおして命の大切さを学んだ。
担任

16 湘南・三浦 小３ 国語 戦争から考える
国語「ちいちゃんのかげおくり」を読み、戦争について学んだ。子どもたちとほとん

ど同じ年の主人公ちいちゃんの行動や生活から、平和や命の大切さを、学ぶことが出来
た。

教科書等

17 湘南・三浦 小４ 国語 命の尊さ・平和
物語教材の「一つの花」を、学習する中で、太平洋戦争について学び、この時代に生

きたある家族の物語を通して、命の尊さ、平和の大切さについて考えを深めた。
一つの花　今西祐行作



18 湘南・三浦 小３ 国語
場面を比べなが
ら読み、感じた
ことをまとめる

「ちいちゃんのかげおくり」を扱った学習を通して、戦争によって当たり前にだった
日常生活が崩れてしまうという大変さや苦しさについて、知ることができた。児童は、
この学習で、今家族と一緒に生活することができていること、兄弟と一緒にいられるこ
とのありがたさを感じていた。また、平和な暮らしを大切にしていきたいという思いを
もつことができた。

国語科教材文「ちいちゃ
んのかげおくり」

関連で、図書の時間に戦
争に関わる本の読み聞か
せや紹介を行った。

19 湘南・三浦 小１ 国語

くわしくかこう
「しらせたい
な、見せたい
な」

学校で育てている生き物（ウサギ・カメ・ザリガニ・メダカ）のことを家の人に文を
書いて知らせる活動を行った。生活科でも関連付けて学習し、生き物をじっくりと観察
したり、触れ合ったりして愛情を持たせた。実際に動いている様子を見たり、触れたり
した時に伝わってくる温かさを感じることで、生き物も生きているという実感を持たせ
ることができた。家の人に文を読んでもらい励まされることで、愛着を持たせることが
できた。

ワークシート

20 湘南・三浦 小３ 国語
ちいちゃんのか
げおくり

命を失うことで家族と再会できたちいちゃんの姿から、戦争のおそろしさや命の大切
さについて話し合い、考え、学ぶことができた。

ワークシート等

21 湘南・三浦 小２ 国語

創作文
「たんぽぽの
わたげにのっ
て」

国語単元「たんぽぽのちえ」を学習した後「コロナ禍で会えなくなった人たちに、た
んぽぽの綿毛の落下傘に乗って会いに行こう」と創作文を書いた。子どもたちは「飼っ
ていた動物や祖父母との忘れられない思い出」をたどりながら書き始めた。会えないと
わかっているからこそいつまでも記憶に残り、心の繋がりや思い出を大切にしているよ
うに感じられる作文だった。また、最後は家に帰り家族に声をかけられ、家族の今の大
事さも感じられる作文を書いている児童もいた。

国語　単元名
「たんぽぽのちえ」

22 湘南・三浦 小３ 国語
ちいちゃんのか
げおくり

物語の読み取りを通して、戦争の悲惨さや苦しさに目を向けた。ちいちゃんのように
亡くなってしまったたくさんの命の上に、自分たちが生きていることを子どもたちは読
みとった。戦争に関わる物語を読むことから、家族と平和に暮らせる今の生活について
考えることができた。

光村図書　３年国語
著者： あまんきみこ
挿絵： 上野紀子

23 湘南・三浦 小３ 国語
「わたしと小鳥
とすずと」

金子みすゞの詩を扱い、それぞれの個性の大切さから、一人ひとりの存在、命の大切
さについて考えた。小鳥やすずだけでなく、様々な生き物についても考え、自分にでき
ることや優れていることも考えた。さらに関連付けて道徳で、かけがえのない命をテー
マにした「大切なものは何ですか」の単元を扱い、登場する動物たちが与えられた生命
を一生懸命に生きようとする姿について考える活動を通して、詩に込められた互いの命
を大切にしようとする心情を育む効果を高めようとした。

ワークシート等



24 湘南・三浦 小６ 国語
わたしと本「森
へ」

クジラやクマなど、普段接することのできないほど雄大な海外の自然の様子を知り、
それらが関連しあいながら共存し、最後の氷河期からの長い年月ずっと生命をつないで
きたことまで考えた。関連して、道徳の「命の旅」を扱い、日本でも同じように生き物
のつながりがあり、さらに食料として自分たちも命のつながりの一部をなしていること
を強く感じられるようにした。

ワークシート等

25 湘南・三浦 小３ 国語
「ちいちゃんの
かげおくり」

戦時中が舞台の物語と出会い、自分自身や家族の「命」の大切さを学ぶ機会となっ
た。「戦争とは何か。」を考えた時、国と国とのけんか、人の命を奪うもの、ざんこく
などの意見が出て、児童らはその恐ろしさを感じているようであった。主人公と自分を
重ねて物語を読んでいき、大切な人の命を一瞬で奪う戦争の恐ろしさを学び、二度と繰
り返したくないと思う児童が多くいた。

ワークシート

26 湘南・三浦 小５ 国語
物語文
「たずねびと」

中心人物が、様々な物や人との出会いを通して、戦争について向き合い、戦争観や原
爆に対する見方や考え方が変わっていく様を考える授業を行った。子どもたちにとって
戦争は身近な物ではなかったが、原爆資料館の展示物を提示したり、亡くなった方のた
くさんの顔を見ることで、戦争の恐ろしさを改めて感じ取ることができた。また、登場
人物の体験を通して原爆の被害の恐ろしさや、亡くなった人たちの笑顔や、夢について
考え、命の大切さを改めて感じ取ることができた。学習の最後には、当たり前に感じて
いる平和を守っていくことの大事さ、そして、自分にできることは何かについて自分な
りに考えてまとめることができた。

光村図書第5学年
国語教科書より
「たずねびと」朽木祥

27 湘南・三浦 小４ 国語 一つの花
　国語「一つの花」の物語の学習を通して、戦争当時に生きる人々の生活と今の自分た
ちの生活とを比べたり、登場人物の思いに自分の思いを寄り添わせたりしながら読みを
深めていくことで、改めて戦争の悲惨さ、命の大切さを学級全体で学ぶことができた。

国語教科書

28 湘南・三浦 小２ 国語
物語を通して動
物の生命の尊重
に気づかせる

　国語の物語教材から、主人公（少年）と飼い馬との交流の様子を読み取り、動物に対
する愛情を深めるとともに、自分が飼っている動物などに対しても誠意を持って飼育で
きるよう、いのちの大切さを学んだ。

教科書
スーホの白い馬
（光村図書）

29 湘南・三浦 小６ 国語 平和の砦を築く

　国語の教科書「平和の砦を築く」を読み、自分の考えを書いていき、話し合った。原
爆ドームの永久保存にふみきった人たちの思いや戦争の怖さについて考えを深めた。そ
こから、戦争や命のことについて、自分の心に残ったことをテーマに作文や短文にして
表現した。



30 湘南・三浦 小２ 国語
どうぶつえんの
じゅいさん

　２年生の国語「どうぶつえんのじゅうい」の学習の一環で、獣医さんに来校していた
だき、教科書の内容も踏まえ、獣医さんのお仕事の様子や動物の命の大切さについてお
話していただいた。感染症も落ち着いていたため、体育館に学年全員が集まった形で実
施。事前の打ち合わせも２か月前から行い、教科書にも目を通していただき、とても丁
寧に対応していただいた。児童一人一人が、命の大切さについて深く考えるきっかけと
なった。

講師は、
ネモト動物病院長

31 湘南・三浦 小５ 国語 原爆・平和
　戦時中の人々の暮らしや様子、原爆の恐ろしさ、当時の人々の心情について話し合っ
たり、調べたりして学習を進めた。自分の考えを持ったり、友達の考えを聞いたりする
活動を通して、考えを深めることができた。

たずねびと
（光村図書）

32 湘南・三浦 小２ 国語

どうぶつ園の
じゅうい
獣医さんのお話
を聞こう

　国語「どうぶつ園のじゅうい」を学習したことで、動物の獣医の仕事について興味を
持つことができた。実際に獣医さんの話を聞く機会を作り、動物の赤ちゃんクイズを通
して、犬や猫の赤ちゃんの特徴や人との違いを知ることができた。獣医さんの話から、
動物について興味をもつことができ、犬や猫の食べてはいけないものやお世話の仕方、
病気になったとき治すことが必要ということを学び、命の大切さを知ることができた。

国語　教科書
「こくご二　上」

ララペットクリニック
院長

33 湘南・三浦 小３ 国語 戦争と家族

　児童が初めて出会う戦争の話だったため、純粋に物語を味わい、主人公と同じ目線に
立つことを大切にした。児童は登場人物の言葉から情景や心情を読み取り、「家と一緒
に、思い出も消えてしまった。」「本当は、これからも家族と一緒に暮らしたかったと
思う。」と、ちいちゃんの目を通して、戦争によって失われていく生活や命について考
えることができた。最後の場面では、「今は、平和で、いいところになった。」と、自
分たちの生活につなげて考えていた。最後の感想では、「平和や命を大切にしようと
思った。」と、平和を願うとともに、「戦争を二度としないで、笑顔でいたい。」とい
う強い気持ちを持つことができた。

「ちいちゃんのかげお
くり」

34 湘南・三浦 小３ 国語 広島原爆
　広島県出身の地域の方に、実際に広島原爆で被爆された方のお話を絵本にした「いわ
たくんちのおばあちゃん」の読み聞かせを聞いた。写真や地図などを用いて、被害の大
きさを知り、戦争の悲惨さについて学習した。

国語「ちいちゃんのか
げおくり」

35 湘南・三浦 小３ 国語

平和教育
「いわたくんち
のおばあちゃ
ん」

　「いわたくんちのおばあちゃん」という絵本の読み聞かせを通して、平和のありがた
みや、広島に落ちた原爆、戦争の悲惨さについてお話を聞く。今の生活が「あたりま
え」であることの幸せについて考えさせられる内容だった。授業後の感想では、今が幸
せだということに気が付いたり、家族のありがたみについて改めて感じた児童が多くい
た。

講師は本校教員と以前から繋
がりがあった方。池子小学校
だけでなく、各学校にも呼び
かけを行い、リモートで複数
の学校が同時にお話しを聞い
た。
【参考資料】
「いわたくんちのおばあちゃ
ん」（絵本）



36 湘南・三浦 小４ 国語

場面の移り変わりに
注意しながら、登場
人物の気持ちの変
化、情景などについ
て、叙述を基に想像
して読むことができ
る力の育成を図る。

　戦争が激しい時代の物語で、食料不足であり、ゆみ子の両親は育ち盛りの彼女にお腹
いっぱい食べさせたくても食べさせてあげる事が出来ず、「一つだけね」と言って聞か
せてあげていた。そんなある日、ゆみ子の父に召集令状が来て出征した。出征した父は
帰ってこなかった。戦争という時代を通して、命の大切さ、食事をすることの尊さを学
んだ。

国語　光村図書
「一つの花」

37 県央 小５ 国語
国語科
「たずねびと」

　戦争の恐ろしさと、一人ひとり個性を持ったたくさんの人たちが亡くなったこと、そ
の人たちの分まで頑張って生きることの大切さを学んだ。

光村図書
国語五　銀河

38 県央 小５ 国語 「たずねびと」

 「さがしています。」と書かれた原爆供養塔納骨名簿のポスターの中に自分と同じ名前
を見つけたひとりの少女が、自分と同じ名前の少女を探しに兄と広島まで出かけ、様々
な物や人と出会い、75年前に実際にあった原爆について知っていくという物語である。
原爆によって何が起こったのか初めて知った児童が多く、驚く様子が見られた。戦争の
恐ろしさや、戦争で亡くなった人のことを伝えていくことが大切だと感じていた。そし
て、二度と戦争を繰り返さないようにしようと強く思う児童が多くいた。

国語教科書（光村）
「たずねびと」

39 中 小６ 国語 平和教育

　教科書教材「ヒロシマのうた」を用いて、戦争中の生活の大変さや戦争の恐ろしさを
感じ取った。
また、総合の時間には講師を招いて「平塚空襲」についての話を聞いた。平塚市にもか
つておこった悲惨な出来事を体験者から聞くことで、戦争の恐ろしさや命の大切さを実
感することができた。

平塚空襲と戦争を記録
する会

40 中 小６ 国語 「海のいのち」

　「海のいのち」を題材に、物語を読んで考えたことを伝え合う学習を展開した。海と
共生する主人公の心情を追うことで、「いのち」に対する自分の考えをもつことができ
た。また、作者が書いた他の「〇〇の命」シリーズの本への読み広げも行い、多様な考
えを引き出した。「千びきに一ぴきでいいんだ。」というセリフから、持続可能な社会
を目指す取り組みともつながりをもち、実生活に生かそうとする児童も複数見られた。

立松和平のいのちを考
える絵本

41 中 小６ 国語 自然といのち

「海のいのち」
主人公が父と漁師の師匠とクエとのそれぞれの立場を考えながら成長していく姿を追い
ながら学習をすすめていった。師匠の必要な分だけ漁をして互いに共存していこうとす
る姿に共感する児童が多かった。最後に主人公が、父の思いも受け止めながらクエをつ
かまえなかったことに理解をする姿も見られた。



42 県西 小５ 国語

たずねびと「物
語の全体像をと
らえ、考えたこ
とを伝え合お
う」

　国語科の「たずねびと」という教材をもとに、戦争や原爆についての知識をもち、内
容を読み深めていくとともに、自身の命の大切さについて改めて考えていく形で授業を
行った。戦争学習をこれから学んでいく５年生にとっては、初めて知ることもたくさん
あり、今の生活とはかけ離れた生活に驚くとともに、受け継がれた平和を大切にする気
持ちや、命の大切さについて考え直す良い機会になった。

教科書

43 県西 小３ 国語

「ちいちゃんの
かげおくり」
生きることの尊
さ

　戦争時のお話を学習する中で、自分の意志とは関係なく命を奪われていく。そんな時
代があったことを学習した。物語終盤で、主人公のちいちゃんは天国で家族と再会す
る。子どもたちは、それを読んで「ちいちゃんは最後幸せになれた。」という感想を
もった。家族とは再会できたが、死んでしまっている。それは本当に幸せなのか？戦時
のつらい状況と命があってこそできることに触れ、生きることの尊さを学んだ。


